
去
る
八
月
二
五
日
、
兵
庫
県
明
石
市
の

明
石
公
園
野
球
場
に
お
い
て
、
全
国
高
等

学
校
軟
式
野
球
選
手
権
大
会
が
、
創
設
後

五
〇
回
目
の
記
念
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
記
念
大
会
の
行
事
と
し
て

日
本
高
等
学
校
野
球
連
盟
よ
り
、
第
一
回

大
会
の
優
勝
校
で
あ
る
土
佐
高
に
始
球
式

を
さ
せ
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
、
こ
の

旨
、
土
佐
高
に
通
知
が
あ
っ
た
由
で
す
。

そ
こ
で
、
池
上
校
長
を
は
じ
め
関
係
者
の

お
話
し
合
い
に
よ
り
、
第
一
回
大
会
の
優

勝
投
手
の
私
が
始
球
式
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
、
大
変
名
誉
あ
る
役
割
を

与
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

土
佐
高
は
、
昭
和
三
一
年
八
月
下
旬
、

プ
ロ
野
球
近
鉄
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
藤

井
寺
球
場
で
行
わ
れ
た
こ
の
第
一
回
大
会

に
お
い
て
、
決
勝
戦
を
名
門
中
京
商
業
と

戦
い
、
こ
れ
を
１
対
０
で
下
し
、
見
事
全

国
優
勝
の
栄
誉
に
浴
し
ま
し
た
。
当
時
私

は
満
一
六
歳
、
高
校
一
年
生
で
し
た
が
、

文
武
両
道
と
も
に
秀
で
た
先
輩
同
輩
に
助

け
ら
れ
な
が
ら
、
母
校
の
名
誉
を
担
い
、

眦
を
決
し
て
投
げ
続
け
、
全
試
合
完
投
い

た
し
ま
し
た
。
往
時
茫
々
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
五
〇
年
も
昔
の
こ
と
で
す
。

青
春
の
血
潮
を
熱
く
燃
え
た
ぎ
ら
せ
な
が

ら
戦
っ
た
、
は
る
け
き
も
往
時
の
あ
の
一

場
面
一
場
面
を
、
思
わ
ず
も
鼻
の
奥
に
ツ

ン
と
来
る
よ
う
な
感
懐
と
と
も
に
思
い
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
２
面
続
く
）
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「２００５ ホーム カミング デー」

ここから始まった自分に帰ろう。
■日時／平成17年8月13日貍 ■／土佐中・高等学校

（
１
面
よ
り
）

始
球
式
に
は
、
高
野
連
よ
り
土
佐
高
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
用
さ
れ
た
し
と
の
ご
希
望

が
あ
り
、
こ
の
事
か
ら
考
え
て
も
、
よ
く
見

か
け
る
始
球
式
で
の
名
士
の
山
な
り
の
ボ
ー

ル
と
い
う
よ
う
な
訳
に
は
い
く
ま
い
と
思
い

ま
し
た
。そ
こ
で
、約
五
〇
年
ぶ
り
に
ボ
ー
ル

に
触
れ
投
球
練
習
を
開
始
し
た
の
で
す
が
、

こ
れ
が
大
変
で
投
球
ご
と
に
腕
全
体
に
激
痛

が
走
り
、
距
離
も
五
袤
と
飛
び
ま
せ
ん
。
約

四
週
間
の
練
習
で
な
ん
と
か
約
一
八
袤
先
の

捕
手
の
ミ
ッ
ト
ま
で
ボ
ー
ル
が
届
く
よ
う
に

な
り
、
ス
ピ
ー
ド
も
な
ん
と
か
納
得
の
で
き

る
と
こ
ろ
ま
で
回
復
し
た
の
は
本
当
に
幸
運

で
し
た
。

始
球
式
は
開
会
式
後
、
第
一
試
合
の
直
前

に
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
に
や
や
気
負
い
が

あ
り
、
右
打
者
の
や
や
イ
ン
サ
イ
ド
寄
り
、

捕
手
の
ミ
ッ
ト
の
手
前
で
わ
ず
か
に
ワ
ン
バ

ウ
ン
ド
し
た
の
は
残
念
な
こ
と
で
し
た
。
し

か
し
、
投
球
の
終
了
と
同
時
に
満
席
の
観
覧

席
か
ら
オ
ー
ッ
と
地
鳴
り
の
よ
う
な
低
い
が

太
い
感
嘆
？
の
ど
よ
め
き
が
起
こ
り
、
六
五

歳
の
投
手
の
五
〇
年
ぶ
り
の
投
球
に
合
格
点

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ま
た

こ
の
始
球
式
に
は
思
い
も
か
け
ず
、
遠
路
は

る
ば
る
と
優
勝
時
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
や
大
学

時
代
の
友
人
夫
妻
等
多
く
の
方
々
が
馳
せ
参

じ
て
下
さ
り
、
短
い
時
間
な
が
ら
共
に
五
〇

年
前
の
静
か
な
栄
光
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
た

の
は
望
外
の
幸
せ
で
し
た
。
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副実行委員長 谷　晃（49回生）

私たち49回生は、昨年2004年度の同窓会総会・ホー

ムカミングデーの日に、母校の教室・施設をお借りして、

卒業30周年記念事業として恩師や同期生による「補習」

とソフトボールやバレーボールなどの「クラスマッ

チ」を開催させて頂きました。

今年度のホームカミングデー実行委員会に

はそのお礼の意味もあり、案内状の袋詰め発

送作業をお手伝いするくらいのつもりで参

加しておりましたところ、途中から副実行委

員長の肩書きが付き、ホームカミングデー当日

食堂での大懇談会では実行委員を代表してご挨拶をさせて

いただくという身に余る大役をおおせつかりました。

その時にも申し上げたのですが、われわれ同窓生・同期生

は場所がどこであろうが、出会えばいつでも「土佐高生」に

戻ることが出来ますが、学校もまた私たち同窓生をいつでも

もとの学生・生徒として迎えてくれる母校として存在してく

れることを、ホームカミングデーを通じて再確認していただ

けたことと思います。

またホームカミングデーを、卒業して10年、20年、30

年、40年の同窓生が土佐の高知の塩屋崎町の母校に集まる

契機として活用していただければ、準備や運営にあたってく

ださった同窓生・振興会有志、学校教職員のみなさんからな

る実行委員会もこれにまさる喜びはありません。

今年のホームカミングデーは、当日が鏡川の花火大会で

あることが、県外在住の皆さんが高知に帰って来ていただ

く材料の目玉でした。そのため行事を花火の打ち上げ時

刻前に終わらせるため、まず同窓会総会を体育館で行

い、同じ場所で引き続きブラスバンド部現役・ＯＢ

の共演による記念コンサートをするという工夫を

行いました。特別授業をしてくださった中澤節

子先生、三枝重宣先生、高崎元尚先生、竹村

節先生に久しぶりにお会いすることが出来

た方も多かったことと思います。

懇談会場になった食堂で池上校長先生が、

卒業した私たち同窓生だけでなく、同窓生が

同伴されたたくさんのお子さん達「未来の土佐

中・土佐高生」にも「これからも土佐校をよろしく」

と歓迎の言葉を述べられました。懐かしい母校が今も

ここにあり、さらに発展していく再出発点に立ち会えた感

慨を持ちました。ホームカミングデーが今後、学校、同窓会、

振興会のみなさんをつなぐ架け橋のようなものに育ってくれるこ

とを楽しみにしています。



北川眞紀雄（44回生） 
 

　数十年振りの母校での中澤先生の授業は立ち見が出るほ

どの大盛況。教室は超満員。往年のあの張りのあるイント

ネーションとご達者なスペリング。独特の身振り手振り、

タップもご健在。全てにお見事。諸氏諸先輩いらっしゃる

中で声が大きいことのみでの委員長役の小生。 

 I beg your pardon? 

 Yes, mam.　 

 これだけは、しっかり覚えております。 

バリバリの現役・中澤先生、いつまでもお若く、お元気で。 

筒井　康賢（41回生） 
 

　土佐校の千頭さんから三枝先生の特別授業の委員長をと電話。委員長な

んて土佐ではやったことがないがまあ良えかと返事。 

　先生の特別授業は東京から夜行列車で赴任された時のお話から始まり、

宇田、川B両家の基金で買った戦時国債も戦後はただの紙切れとなり、校

舎は空襲で焼かれて全く何もなくなった土佐を大島校長が孤軍奮闘で立て

直したというお話でした。 

　委員長の大失敗は関東支部ＨＰのホームカミングデーのページで見て下

さい。 

岩崎　政雄（50回生） 

　50回生は、この春、卒後30周年を迎えま

した。付きましては、それを記念して、平成

17年8月13日に、10年ぶりに学年合同同窓

会を開催いたしました。 

　当日は、ホームカミングデーの行事に連動す

る形で、本校で別途、小島先生、森本先生による、

50回生対象特別授業も開催しました。参加約

70名は、当時を大変懐かしく、何かしらジー

ンと来るものを感じながら、受講したものでした。 

　懇親会は、3名の恩師の参加も含め、105

名の参加でサンルート高知にて開催しました。

10年前よりは少なかったのですが、以前より熱気にあふれ、昔話に花を咲かせたものでした。あっという間の2

時間半で、多くの方たちと、まだまだ話し足りず、早い時期に次回の開催を求める声が、多く寄せられました。次

回は、5年後に合同同窓会を開催する予定にしております。 

特別授業

特別授業
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前田　賀彦（54回生） 
 

　「委員長！」その掛け声で、竹村節先生の特別授業は始まりました。

約一年半ぶりに授業をされるとのことで始まる前は少し心配してお

られましたが、杞人之憂でした。あっという間の40分でした。 

　この特別授業を拝聴して、先生の真面目さ、そして生徒気質の分

析を前提に目配りのきいた懇切丁寧な教え方をされていたことが改

めてよくわかりました。 

　年齢的な理由とご家庭の事情で一線を退かれているとのことですが、

まだまだ現役でご活躍していただかないともったいないと思いました。 

　委員長の「起立、礼」で、先生の特別授業は終わりました。あり

がとうございました。 

市川　直介（53回生） 
 
　特別授業の開始を告げるチャイムが鳴ると、美術の講師である高崎先生は、
中庭から美術教室に入られた。教室のドアの方ばかりを見ていた私たち生徒は、
不意を突かれ、気づくや否や一斉に拍手で迎えた。そして、教壇に行かず、生
徒達の机のまわりをトコトコ歩かれ、いきなり生徒の隣にすわられた。さすが、
登場の仕方も自由で芸術的である。 
　教室には、卒業生のお子さんやお孫さんといった超若い生徒から高崎先生と
同年代の生徒まで、幅広い層が出席しており、とてもアットホームな雰囲気の
中で授業は進められた。 
　高崎先生は、たくさんの自作品を背に、戦前から今日までの自由闊達な歩み
を話された。そこからは、私の大好きな土佐校の自由な校風と高崎先生の美術
と相通じるものがあり、心地よい授業だった。高崎先生の健康と益々の活躍を
祈念しています。 

　　　　　　門田　幹也（60回生Ｓ） 

　　　　はっきり言って、60回生の独自企画は失敗でした。なんとLL教室に集 

　　　まったのは、５名……。原因はいろいろと考えられますけど、来ている 

　60回生のほとんどがなんらかの運営の仕事をしていたのが大きいですね。 

　それと、総会と同時刻でしたが、今年の総会は注目度が高かったですし。 

　とはいえ、ホームカミングデー自体の60回生の参加が30数名しかいなかった

のも、原因です。実は去年のホームカミングデーにも30人くらい出席していま

して、正月には学年同窓会をと、立て続けでしたから、県外組の都合がとりにく

かったようです。「１年に何回もやられてても、そんなに行けんぞ」という不参

加の返事を多くもらいました。県外組や女子（嫁ぎ先の意向が重要）などの立場

もふまえた長期的な戦略不足が最大の原因だったのではと思います。 

　企画は、当時の映画部で作った映画の上映でした。二次会でお店の厚意でカラ 

　　オケの画面を使って上映させていただき、それ自体は好評だったのが救いで 

　　　した。 

特別授業

特別授業
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土佐中・高等学校　同窓会「2005 ホーム　カミングデー」実行委員会
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一
、
総
会
の
開
催

本
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
母
校
で
開

催
す
る
こ
と
と
し
、「
こ
こ
か
ら
始
ま
っ

た
自
分
に
帰
ろ
う
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

お
か
げ
様
で
四
〇
〇
名
に
近
い
同
窓
生

が
参
集
い
た
だ
き
、
若
い
卒
業
生
、
そ
し

て
ご
家
族
で
参
加
い
た
だ
い
て
い
る
事
は

嬉
し
い
限
り
で
す
。
特
別
授
業
を
し
て
い

た
だ
い
た
恩
師
の
先
生
方
か
ら
も
母
校
と

の
絆
を
再
認
識
す
る
上
で
も
、
大
変
良
い

企
画
で
あ
り
、
是
非
続
け
て
ほ
し
い
と
の

お
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

得
月
楼
に
場
所
を
移
し
た
懇
親
会
に
も
、

た
く
さ
ん
の
同
窓
生
に
出
席
い
た
だ
き
盛

会
裏
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

二
、
北
海
道
支
部
の
設
立

現
在
、
同
窓
会
に
は
関
東
、
東
海
、
関

西
、
広
島
、
香
川
の
支
部
が
あ
り
ま
す
が

六
番
目
の
支
部
と
し
て
、
北
海
道
支
部
が

設
立
さ
れ
、
平
成
十
七
年
六
月
十
一
日
、

札
幌
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
池
上
校

長
先
生
を
は
じ
め
本
部
・
支
部
役
員
多
数

出
席
の
も
と
、
設
立
総
会
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

北
の
大
地
で
の
校
歌
は
格
別
の
も
の
が

あ
り
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
五
三
名
の
同

窓
生
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

三
、
同
窓
会
名
簿
発
行

平
成
十
七
年
四
月
二
日
開
催
の
同
窓
会

役
員
会
（
本
部
役
員
・
幹
事
・
代
表
幹

事
・
会
計
監
査
）
で
承
認
い
た
だ
い
た
方

針
に
基
づ
き
、
名
簿
作
成
委
員
会
を
発
足

さ
せ
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

名
簿
調
査
に
つ
い
て
は
①
個
人
情
報
保
護

へ
の
対
応
②
夫
婦
・
親
子
等
へ
の
重
複
送

付
や
苦
情
へ
の
対
応
の
視
点
か
ら
も
同
窓

生
全
員
に
説
明
文
書
・
調
査
カ
ー
ド
を
送

付
し
、
名
簿
へ
の
掲
載
諾
否
を
ふ
ま
え
デ

ー
タ
ー
整
理
の
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

完
成
名
簿
の
発
送
に
つ
い
て
は
名
簿
購
入

の
意
思
を
確
認
す
る
意
味
か
ら
、
今
回
は

お
申
し
込
み
（
振
込
み
）
い
た
だ
い
た
方

へ
送
付
す
る
手
法
を
採
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
八
月
十
三
日
現
在
二

一
七
〇
名
の
申
し
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
忘
れ
の
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

土
佐
高
校
の
同
窓
会
事
務
局
ま
で
ぜ
ひ
お

申
し
込
み
下
さ
い
。

四
、
池
上
校
長
辞
意
表
明
問
題

私
立
学
校
法
改
正
な
ど
に
伴
う
寄
附
行

為
（
会
社
の
定
款
に
相
当
）
の
修
正
に
絡

ん
だ
問
題
を
検
討
し
た
平
成
十
七
年
八
月

八
日
の
理
事
会
で
、
池
上
校
長
が
辞
意
を

表
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
宮
地
貫
一
同
窓

会
会
長
、
岡
村
甫
元
同
窓
会
会
長
が
次
期

理
事
と
し
て
再
任
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
八
月
十
二
日
、
川
闢
幾
三
郎
理

事
長
よ
り
、
理
事
長
印
を
押
捺
し
た
書
面

が
同
窓
会
に
提
出
さ
れ
る
と
と
も
に
、
真

意
・
意
図
を
同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
宜
し
く

お
伝
え
い
た
だ
き
た
い
と
の
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。

翌
日
の
総
会
に
お
い
て
、
弁
護
士
で
あ

り
、
評
議
委
員
、
寄
附
行
為
検
討
委
員
会

委
員
と
し
て
本
問
題
に
関
わ
っ
て
き
た
市

川
関
東
支
部
幹
事
長
よ
り
経
緯
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
理
事
長
よ
り
提
出
さ
れ
た

書
面
を
読
み
上
げ
真
意
を
伝
え
ま
し
た
。

同
窓
会
と
し
て
も
理
事
長
の
考
え
を
評
価

す
る
と
と
も
に
、
母
校
土
佐
高
校
の
更
な

る
発
展
の
た
め
協
力
を
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

五
、
役
員
選
任
の
件

本
年
度
総
会
を
も
っ
て
本
部
役
員
の
任

期
は
終
了
と
な
り
役
員
改
選
を
要
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
四
月
二
日
開
催
の
役
員
会
に

お
い
て
満
場
一
致
で
推
薦
さ
れ
た
方
を
候

補
者
と
し
て
総
会
に
提
案
し
、
満
場
一
致

で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

�
新
役
員

会
長
　
　
　
宮
地
貫
一
　
（
21
回
）
再
任

副
会
長
　
　
溝
渕
真
清
　
（
32
回
）
再
任

副
会
長
　
　
岡
内
紀
雄
　
（
34
回
）
再
任

副
会
長
　
　
横
田
整
二
　
（
40
回
）
再
任

副
会
長
　
　
川
崎
康
正
　
（
42
回
）
再
任

副
会
長
　
　
北
村
恵
美
子
（
47
回
）
再
任

幹
事
長
　
　
安
岡
範
悦
　
（
39
回
）
再
任

副
幹
事
長
　
岡
田
容
典
　
（
47
回
）
在
校

副
幹
事
長
　
西
山
彰
一
　
（
48
回
）
再
任
　

副
幹
事
長
　
宮
地
貴
嗣
　
（
61
回
）
再
任

副
幹
事
長
　
矢
野
公
士
　
（
62
回
）
新
任

会
計
　
　
　
千
頭
裕
　
　
（
58
回
）
再
任

会
計
監
査
　
森
木
将
雄
　
（
32
回
）
再
任

会
計
監
査
　
田
中
章
夫
　
（
40
回
）
再
任

（6）

本
部
活
動
報
告

幹
事
長
　
安
岡
　
範
悦
（
39
回
生
）



初
秋
の
候
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ

ま
す
。

平
素
皆
様
に
は
母
校
に
熱
い
思
い
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
格
別
の
ご
支
援
を
賜
っ

て
お
り
ま
す
こ
と
、
誠
に
有
難
く
厚
く
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
に
続
き
八
月
十
三
日
開
催
さ
れ
た

「
２
０
０
５
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
に

は
四
〇
〇
名
近
い
同
窓
生
や
ご
家
族
の
皆

様
が
懐
か
し
の
母
校
に
集
わ
れ
、
総
会
、

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
、
恩
師
四
先
生
に
よ
る

懐
か
し
の
授
業
、
食
堂
で
の
懇
談
会
、
最

後
は
得
月
楼
で
の
懇
親
会
と
盛
り
沢
山
の

行
事
が
開
催
さ
れ
、
大
変
和
や
か
な
内
に

も
盛
会
裏
に
終
了
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
心

か
ら
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
学
校
の
近
況
ご
報
告
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
ま
ず
大
学
入
試
結
果
に
つ
き
ま

し
て
は
、
本
年
は
特
に
現
役
生
が
よ
く
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
数
の
点
で
必
ず

し
も
満
足
の
ゆ
く
結
果
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
年
々
土
佐
校
が
元
気
に
な
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
な
が
ら
も
、
年
に

よ
っ
て
は
少
し
立
ち
止
ま
る
こ
と
も
あ
り
、

大
い
な
る
反
省
に
立
っ
て
右
肩
上
が
り
の

上
昇
を
期
し
て
ゆ
き
た
い
も
の
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
る
所
で
す
。

次
に
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
今
年
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
に
は
団
体
で
剣
道
、
登
山
、
陸

上
競
技
等
が
出
場
し
、
登
山
男
子
（
四
名
）

が
五
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
顧
問
の

先
生
方
の
日
頃
の
熱
心
な
ご
指
導
と
部
員

の
弛
ま
ぬ
鍛
錬
の
賜
物
と
心
か
ら
嬉
し
く

存
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
文
化
部
で
は
、

文
芸
部
の
二
名
が
全
国
高
校
総
合
文
化
祭

に
初
出
場
し
、
文
芸
部
門
「
文
化
連
盟
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
ほ
か
、
第
二
回
文
部
科

学
大
臣
杯
小
・
中
囲
碁
団
体
戦
に
出
場

し
た
土
佐
中
チ
ー
ム
（
男
子
二
名
・
女
子

一
名
）
は
、
対
局
中
も
そ
の
後
も
極
め
て

マ
ナ
ー
が
爽
や
か
で
あ
っ
た
こ
と
を
評
価

さ
れ
、「
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
賞
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。
本
校
に
と
っ
て
大
変
名
誉
な
こ

と
で
、
勝
敗
以
上
の
素
晴
ら
し
い
賞
を
い

た
だ
い
た
も
の
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

二
学
期
は
校
内
行
事
が
盛
り
沢
山
で
、

九
月
二
十
三
日
（
秋
分
の
日
）
は
大
運
動

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
°
今
は
校
庭
で
の
予

行
練
習
や
、
高
三
生
に
よ
る
ヤ
グ
ラ
製
作

が
熱
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も
期

待
通
り
の
運
動
会
が
出
来
る
も
の
と
思
い

ま
す
。
十
一
月
十
七
日
の
文
化
行
事
は
、

女
性
歌
手
・
澤
知
恵
さ
ん
に
よ
る
ピ
ア
ノ

の
弾
き
語
り
演
奏
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
二
日
か
ら
は
、
高
一
生
の
修

学
旅
行
が
関
東
・
京
都
回
り
で
行
わ
れ
ま

す
°
土
佐
高
な
ら
で
は
の
コ
ー
ス
別
研
修

に
生
徒
達
は
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
お
り
ま
す
。

訪
問
先
で
は
先
輩
の
皆
様
に
お
世
話
様
に

な
り
ま
す
が
、
何
と
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

困
っ
た
こ
と
で
す
が
、
七
月
に
ア
ス
ベ

ス
ト
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
本
校
で
は

直
ち
に
校
舎
・
寮
等
す
べ
て
の
建
物
・
施

設
を
調
査
し
た
結
果
、
校
舎
の
一
部
の
天

井
部
の
ほ
か
体
育
館
の
屋
根
裏
等
で
ア
ス

ベ
ス
ト
の
使
用
が
判
明
し
ま
し
た
°
早
速

夏
休
み
中
を
利
用
し
て
ア
ス
ベ
ス
ト
を
封

じ
込
め
る
対
策
工
事
を
体
育
館
を
除
く
全

個
所
で
行
い
、
無
事
完
了
い
た
し
ま
し
た
。

体
育
館
の
方
は
使
用
を
一
時
停
止
し
た
上

で
ア
ス
ベ
ス
ト
の
浮
遊
量
調
査
を
行
い
、

そ
の
結
果
危
険
性
が
極
め
て
小
さ
い
と
判

断
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
定
期
的
な
調

査
・
監
視
を
継
続
す
る
こ
と
で
次
の
校
舎

改
築
時
を
待
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

そ
の
校
舎
改
築
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

が
、
本
年
三
月
の
理
事
会
に
於
て
、
設
計

会
社
と
の
契
約
を
解
約
し
従
来
進
め
て
き

た
改
築
計
画
を
全
面
的
に
見
直
す
こ
と
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
の
私
に
契
約
に

関
す
る
手
続
き
上
の
不
手
際
が
あ
っ
た
事

や
、
総
投
資
額
の
過
大
等
の
ご
批
判
も
あ

っ
て
の
決
定
で
、
関
係
の
皆
様
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
、
誠

に
申
し
訳
な
く
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

創
立
百
周
年
に
向
け
て
本
校
が
堅
実
に
発

展
し
て
ゆ
く
た
め
、
よ
り
慎
重
を
期
す
こ

と
を
求
め
ら
れ
た
も
の
と
大
い
に
反
省
す

る
と
共
に
、
こ
の
大
事
業
が
今
後
は
順
調

に
進
め
ら
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
覚
悟
で

見
直
し
の
作
業
に
着
手
し
て
い
る
所
で
す
。

最
後
に
、
高
知
新
聞
で
報
道
さ
れ
る
ま
で

に
至
っ
た
本
校
寄
附
行
為
（
会
社
の
定
款

に
相
当
）
の
改
正
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

紆
余
曲
折
を
経
て
八
月
二
十
五
日
の
理
事

会
で
改
正
案
が
承
認
さ
れ
、
九
月
六
日
付

を
以
っ
て
県
知
事
の
認
可
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
度
の
混
乱
も
一
重

に
私
の
不
徳
の
致
す
所
で
あ
り
、
種
々
ご

心
配
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
お
詫

び
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

朝
夕
は
少
し
秋
め
い
て
参
り
ま
し
た
が
、

ま
だ
ま
だ
残
暑
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
々
様
の
ご
健
勝
ご
活
躍

を
祈
念
申
し
あ
げ
、
近
況
ご
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（

二
〇
〇
五
年
九
月
）

（7）

学
校
近
況
ご
報
告

学
校
長
　
池
上
　
武
雄



寄
附
行
為
改
正
の

内
容
と
経
緯

検
討
委
員
会
委
員

市
川
　
直
介
（
53
回
生
）

学
校
法
人
の
経
営
の
基
本
的
な
事
項
を

定
め
る
寄
附
行
為（
会
社
の
定
款
に
相
当
）

の
改
正
案
が
、
平
成
十
七
年
八
月
二
十
五

日
開
催
の
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
九
月
六

日
高
知
県
知
事
の
認
可
が
な
さ
れ
、
更
に

九
月
八
日
開
催
の
理
事
会
で
新
寄
附
行
為

に
基
づ
き
宮
地
貫
一
氏
及
び
岡
村
甫
氏
が

理
事
に
追
加
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
、
川

幾
三
郎
理
事

長
と
池
上
校
長
先
生
の
下
に
、
多
く
の
同

窓
生
が
、
振
興
会
の
方
や
学
校
教
職
員
と

と
も
に
様
々
な
形
で
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
、

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
で

は
、
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
母
校
の
更
な

る
飛
躍
と
同
窓
生
の
英
知
を
学
校
経
営
に

生
か
す
こ
と
を
目
指
し
た
寄
附
行
為
の
改

正
の
内
容
と
経
緯
を
報
告
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

一
　
寄
附
行
為
検
討
委
員
会
の
成
り
立
ち

平
成
十
七
年
四
月
一
日
施
行
の
私
立
学

校
法
の
改
正
に
伴
い
、
改
正
の
趣
旨
に
沿

っ
た
内
容
に
寄
附
行
為
を
改
正
す
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
私
立
学
校
法
の
改
正
の

（8）

新
生
「
土
佐
」
の
誕
生

〜
協
力
一
致
誓
い
し
て
〜

同
窓
会
会
長

宮
地
　
貫
一

実
り
の
秋
を
迎
え
て
、
同
窓
会
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々
ご

清
勝
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
今
年
も
昨

年
に
引
き
続
き
、
同
窓
会
総
会
が
母
校

で
開
催
さ
れ
、
第
二
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
に
は
、
四
〇
〇
名
近
い
同
窓
生

が
集
い
、
大
盛
況
を
収
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
創
立
八
十
五
周
年
の
年
、
平

成
十
七
年
九
月
六
日
、
土
佐
校
の
寄
附

行
為
（
会
社
の
定
款
に
相
当
）
修
正
案

が
県
知
事
よ
り
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
寄
附
行
為
の
改
正
は
、
公
共
性
を

有
す
る
私
学
と
し
て
の
母
校
の
管
理
・

運
営
制
度
を
、
よ
り
公
正
か
つ
民
主
的

な
、
開
か
れ
た
も
の
に
改
善
す
る
と
い

う
私
立
学
校
法
改
正
の
趣
旨
を
具
体
化

す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
ご

存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
改
正
に
つ
い
て

は
紆
余
曲
折
が
あ
り
、
同
窓
生
の
皆
様

に
は
大
変
ご
心
配
を
お
掛
け
致
し
ま
し

た
。
難
産
の
末
に
生
ま
れ
た
こ
の
新
し

い
寄
附
行
為
は
、
学
校
・
振
興
会
・
同

窓
会
の
叡
智
を
結
集
し
た
近
代
的
か
つ
、

民
主
的
な
寄
附
行
為
と
な
り
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ
わ

し
い
新
生
「
土
佐
」
が
誕
生
致
し
ま
し

た
。
八
十
五
年
前
に
、
世
界
に
羽
ば
た

く
人
材
輩
出
を
願
っ
て
、
川

幾
三
郎

氏
・
宇
田
友
四
郎
氏
が
私
財
を
投
じ
て

創
設
さ
れ
た
土
佐
中
・
高
等
学
校
に
お

き
ま
し
て
は
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。
改
正
点
の
具
体
的
な
内
容

に
つ
き
ま
し
て
は
、
理
事
会
の
諮
問
機

関
で
あ
る
寄
附
行
為
検
討
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
・
市
川
関
東
支
部
幹
事
長
（
53

回
生
）
の
寄
稿
文
を
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
が
、
私
は
、
新
寄
附

行
為
の
も
と
で
、
評
議
員
会
の
選
出
に

よ
り
、
岡
村
甫
元
同
窓
会
会
長
（
高
知

工
科
大
学
学
長
）
と
共
に
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
九
月
八
日
の
理
事
会
で
、

私
は
、「
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
年
に
二

回
、
予
算
決
算
で
顔
を
合
わ
す
だ
け
で

は
な
く
、
も
っ
と
頻
繁
に
会
を
開
き
、

理
事
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
、
意
見
交
換
を
し
、
協
力
し
て
経

営
を
し
て
い
く
こ
と
」
を
提
案
し
、
了

承
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
理
事
会
の
運

営
を
担
う
一
人
と
し
て
、
責
任
の
重
さ

を
改
め
て
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
誇
り
で
あ
る
土
佐
中
・
高

等
学
校
が
、
今
後
も
羽
ば
た
き
続
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
川

家
・
宇
田

家
に
敬
意
を
払
う
と
共
に
報
恩
感
謝
の

精
神
で
、
川

理
事
長
の
も
と
、
理
事

会
の
民
主
的
運
営
に
努
力
す
る
こ
と
を

約
束
致
し
ま
す
。
必
ず
や
、
新
寄
附
行

為
の
も
と
で
、「
土
佐
」
の
更
な
る
発

展
は
実
現
す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま

す
。最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
生
「
土

佐
」
の
誕
生
に
向
け
て
、
ご
尽
力
下
さ

っ
た
川

幾
三
郎
理
事
長
を
は
じ
め
、

関
係
者
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

今
後
と
も
、
同
窓
生
の
熱
き
思
い
を

結
集
し
、
学
校
・
振
興
会
と
協
力
一
致

誓
い
し
て
、
新
校
舎
建
築
問
題
等
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
処
し
て
い
く
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
支
援
を

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



趣
旨
は
、
①
理
事
・
監
事
・
評
議
員
会
の

制
度
を
整
備
し
、
権
限
・
役
割
分
担
を
明

確
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
校
法
人
に

お
け
る
管
理
運
営
制
度
の
改
善
を
図
る
、

②
学
校
法
人
が
公
共
性
を
有
す
る
法
人
と

し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
と
い
う
観
点

か
ら
、
財
務
状
況
等
の
関
係
者
へ
の
閲
覧

を
義
務
付
け
る
、
等
と
い
う
も
の
で
す
。

平
成
十
七
年
三
月
二
十
九
日
に
開
催
さ

れ
た
理
事
会
に
お
い
て
、
寄
附
行
為
検
討

委
員
会
を
設
置
し
、
改
正
案
を
検
討
作
成

す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

川

幾
三
郎
理
事
長
は
平
成
十
七
年
四
月

二
十
八
日
付
け
で
寄
附
行
為
検
討
委
員
会

の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
、

同
窓
会
・
振
興
会
・
学
校
よ
り
各
代
表
二

名
で
構
成
さ
れ
、
座
長
は
同
窓
会
会
長
兼

土
佐
校
理
事
の
宮
地
貫
一
氏
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。

二
　
寄
附
行
為
改
正
の
基
本
的
な
方
針

検
討
委
員
会
で
は
、
下
記
三
点
の
基
本

方
針
を
た
て
、
慎
重
な
検
討
を
重
ね
、
改

正
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

①
百
年
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
す
る
。

②
21
世
紀
の
土
佐
中
・
高
等
学
校
の
基

本
規
定
に
ふ
さ
わ
し
い
条
項
に
す
べ

く
全
面
的
な
検
討
を
加
え
る
。

③
標
準
か
つ
模
範
的
な
条
項
を
基
本
に
、

土
佐
校
の
独
自
性
に
つ
い
て
も
加
味

す
る
。

百
年
委
員
会
は
、
平
成
十
二
年
の
本
校

創
立
八
十
周
年
を
機
に
、
次
の
百
周
年
の

節
目
に
向
け
て
、
本
校
の
更
な
る
発
展
の

た
め
の
理
念
や
施
策
を
検
討
す
る
目
的
で
、

理
事
会
（
宇
田
理
事
長
・
当
時
）
の
も
と

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
百
年
委
員
会
は
、

以
後
、
本
校
の
あ
る
べ
き
姿
を
多
方
面
に

わ
た
っ
て
検
討
し
、
そ
の
「
最
終
報
告
」

を
平
成
十
四
年
七
月
に
理
事
会
に
答
申
し

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
終
報
告
に
お
い
て
、

理
事
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
①
理
事

の
定
数
を
増
加
し
、
若
手
の
活
用
を
図
る
。

各
界
で
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
英
知
を

組
み
入
れ
る
仕
組
み
が
必
要
　
②
相
続
人

理
事
規
定
（
寄
附
行
為
第
五
条
）
の
是
非

を
検
討
す
る
、
の
内
容
が
答
申
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

三
　
検
討
の
過
程

検
討
委
員
会
で
は
、
従
前
の
寄
附
行
為

の
見
直
し
を
全
面
的
に
行
な
い
ま
し
た
。

本
稿
で
は
、
全
部
の
改
正
点
に
言
及
す
る

こ
と
は
不
可
能
な
の
で
、
理
事
会
で
最
終

的
に
問
題
に
な
っ
た
論
点
に
つ
い
て
説
明

い
た
し
ま
す
。

問
題
と
な
っ
た
論
点
は
、

①
理
事
の
定
数
を
増
員
す
る
か
。

②
相
続
人
理
事
の
規
定
を
見
直
す
か
。

③
他
の
理
事
の
相
続
人
理
事
の
委
嘱

規
定
を
見
直
す
か
。

の
三
点
で
す
。

こ
の
点
、
従
前
の
寄
附
行
為
で
は
次
の
と

お
り
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

従
前
の
寄
附
行
為

第
五
条
　
こ
の
法
人
に
左
の
定
数
の
役

員
を
置
く
。

一
　
理
事
６
名
以
上
８
名
以
内
　
監

事
２
名
　
書
記
１
名

二
　
理
事
に
な
る
も
の
は
左
の
通
り

と
す
る
。

１
　
設
立
者
川

、
宇
田
両
家
の

相
続
人
１
名
は
身
分
上
法
的

支
障
の
な
い
限
り
歴
代
相
承

け
て
理
事
と
な
る
。
但
し
各

家
の
相
続
人
２
名
以
上
の
場

合
は
そ
の
相
続
人
に
於
て
定

め
た
者
。

２
　
こ
の
法
人
が
設
立
す
る
学
校

の
学
校
長

３
　
評
議
員
の
中
か
ら
前
一
、
二
、

か
ら
な
る
理
事
の
委
嘱
に
よ

る
も
の
。

４
　
相
続
人
た
る
理
事
の
委
嘱
に

よ
る
も
の
。

第
五
条
二
項
の
問
題
点
は
、
特
定
の
者

が
他
の
理
事
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
、
特
定
の
者
が
公
的
な
教
育

機
関
を
支
配
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

点
で
す
。
相
続
人
理
事
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
理
事
が
、
相
続
人
理
事
と
の
人
間
関
係

な
い
し
経
済
的
な
利
害
関
係
を
優
先
す
る

こ
と
に
よ
り
、
本
来
公
的
な
教
育
機
関
と

し
て
実
施
す
べ
き
施
策
が
妨
げ
ら
れ
る
等

の
弊
害
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
日
の
学
校

経
営
の
あ
り
方
と
し
て
、
理
事
の
選
任
は

民
主
的
で
あ
る
べ
き
で
、
特
定
の
者
の
意

向
が
支
配
す
る
仕
組
み
で
は
な
く
、
チ
ェ

ッ
ク
ア
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
が
機
能
す
る
仕
組

み
が
必
要
で
す
。

こ
の
点
、
高
知
県
の
担
当
課
長
が
文
部

科
学
省
に
問
い
合
わ
せ
た
結
果
も
、
特
定

の
者
が
他
の
理
事
を
選
任
す
る
こ
と
に
よ

り
、
特
定
の
者
が
学
校
経
営
を
支
配
で
き

る
寄
附
行
為
は
不
適
切
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
従
前
の
寄
附
行
為

と
文
部
科
学
省
作
成
の
モ
デ
ル
案
及
び
い

く
つ
か
の
学
校
の
寄
附
行
為
と
の
対
比
表

を
作
成
す
る
等
、
全
面
的
に
抜
本
的
な
検

討
を
行
い
ま
し
た
。

１
　
理
事
の
増
員
に
つ
い
て

検
討
委
員
会
で
は
、
卒
業
生
が
一
万
七

〇
〇
〇
人
も
お
り
、
各
界
で
活
躍
し
て
い

る
卒
業
生
の
英
知
を
も
っ
と
学
校
経
営
に

生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
若
手
の
登
用

も
必
要
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
多
数
を

占
め
、
百
年
委
員
会
の
答
申
を
尊
重
し
て

２
名
の
理
事
定
数
の
増
員
を
決
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
法
律
の
規
定
に
よ
り
評
議
員

の
定
数
も
四
名
増
員
と
な
り
ま
し
た
。

２
　
相
続
人
理
事
の
規
定
（
第
五
条
二
項

一
号
）
に
つ
い
て

（9）



検
討
委
員
会
で
は
、
多
面
的
に
検
討
す

る
た
め
に
相
続
人
理
事
規
定
に
関
し
以
下

の
条
項
を
白
紙
の
状
態
で
多
角
的
に
検
討

し
ま
し
た
。
考
え
ら
れ
る
規
定
と
し
て
次

の
も
の
を
検
討
し
ま
し
た
。

衢

設
立
者
川

・
宇
田
両
家
の
相
続
人

一
名
は
身
分
上
法
的
支
障
の
な
い
限

り
歴
代
相
承
け
て
理
事
（
各
家
の
相

続
人
２
名
以
上
の
場
合
は
、
そ
の
相

続
人
に
於
て
定
め
た
者
）
と
な
る
。

ま
た
、
本
号
の
理
事
は
、
推
定
相
続

人
の
中
か
ら
指
名
し
た
者
に
対
し
、

本
号
の
理
事
職
を
譲
る
こ
と
が
で
き

る
。

衫

設
立
者
川

・
宇
田
両
家
か
ら
選
任

さ
れ
た
理
事
の
相
続
人
又
は
推
定
相

続
人
の
う
ち
、
理
事
会
に
お
い
て
定

め
る
も
の

袁

学
校
法
人
に
縁
故
あ
る
功
労
者
の
う

ち
、
理
事
会
に
お
い
て
定
め
る
者

衾

相
続
人
理
事
規
定
の
削
除

文
部
科
学
省
の
作
成
例
及
び
他
校
の
寄

附
行
為
例
と
の
比
較
検
討
し
た
結
果
、
私

立
学
校
に
は
必
ず
学
校
設
備
等
を
寄
附
し

た
設
立
者
が
存
在
し
ま
す
が
、
文
部
科
学

省
の
公
表
し
て
い
る
私
立
学
校
の
寄
附
行

為
例
で
は
、
相
続
人
理
事
あ
る
い
は
縁
故

功
労
者
の
規
定
は
存
在
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
他
校
例
で
設
立
者
や
縁
故
者
を
尊

重
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、「
学
校
法
人

に
縁
故
あ
る
功
労
者
の
う
ち
、
理
事
会
に

お
い
て
定
め
る
者
」
と
の
規
定
で
あ
り
、

理
事
会
の
決
議
を
経
る
こ
と
に
よ
り
民
主

的
な
選
任
方
法
を
採
用
し
て
い
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
で
は
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
川

・
宇
田
家
に
対
す

る
敬
意
を
は
ら
う
こ
と
と
、
今
日
の
標
準

的
な
規
定
、
す
な
わ
ち
民
主
的
な
選
任
方

法
で
あ
る
理
事
会
の
決
議
を
経
る
こ
と
を

調
和
し
、
前
記
衢
、
衫
の
規
定
を
考
慮
し

た
案
を
検
討
委
員
会
の
案
と
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

３
　
相
続
人
理
事
の
他
の
理
事
の
委
嘱
規

定
（
第
五
条
二
項
三
号
、四
号
）
に

つ
い
て

検
討
委
員
会
で
は
、
特
定
の
者
が
他
の

理
事
を
選
任
で
き
る
規
定
は
公
的
な
教
育

機
関
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
、
標
準

的
な
選
任
規
定
に
訂
正
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、
標
準
的
な
規
定
で
あ

る
文
部
科
学
省
の
作
成
例
を
参
照
し
、
評

議
員
の
な
か
か
ら
選
任
さ
れ
る
理
事
は
評

議
員
会
で
選
任
す
る
こ
と
、
学
識
経
験
者

の
う
ち
か
ら
選
任
さ
れ
る
理
事
は
理
事
会

で
選
任
す
る
こ
と
、
と
改
正
す
る
こ
と
を

検
討
委
員
会
の
案
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。

４
　
検
討
委
員
会
の
平
成
十
七
年
七
月

七
日
提
出
の
原
案

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
次
の
案
を
検

討
委
員
会
の
案
と
し
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
の
原
案

第
五
条
　
こ
の
法
人
に
、
次
の
定
数
の

役
員
を
置
く
。

一
　
理
事
　
８
名
以
上
10
名
以
内

（
中
略
）

第
六
条
　
理
事
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

る
も
の
と
す
る
。

一
　
設
立
者
川

・
宇
田
両
家
の
相

続
人
１
名
は
身
分
上
法
的
支
障

の
な
い
限
り
理
事
会
の
承
認
を

得
て
歴
代
相
承
け
て
理
事
（
各

家
の
相
続
人
２
名
以
上
の
場
合

は
、そ
の
相
続
人
に
於
て
定
め

た
者
）
と
な
る
。
ま
た
、
本
号

の
理
事
は
、
推
定
相
続
人
の
中

か
ら
指
名
し
た
者
に
対
し
、
理

事
会
の
承
認
を
得
て
本
号
の
理

事
職
を
譲
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
こ
の
法
人
の
設
立
す
る
学
校
の

校
長

三
　
評
議
員
の
う
ち
か
ら
評
議
員
会

に
お
い
て
選
任
し
た
者
２
名
以

上
３
名
以
内

四
　
学
識
経
験
者
の
う
ち
か
ら
理
事

会
に
お
い
て
選
任
し
た
者
２
名

以
上
４
名
以
内

四
　
評
議
員
会
及
び
理
事
会
の
審
議
状
況

１
　
平
成
十
七
年
七
月
七
日
評
議
員
会

及
び
理
事
会

検
討
委
員
会
の
案
は
評
議
員
会
に
提
出

さ
れ
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
原
案
の
第
六
条

一
項
の
う
ち
、
相
続
人
理
事
を
選
任
す
る

場
合
の
「
理
事
会
の
承
認
」
を
削
除
す
る

修
正
案
な
ら
ば
、
欠
席
理
事
か
ら
委
任
さ

れ
た
理
事
も
賛
同
で
き
る
と
し
て
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
評
議
員
会
で
審
議
の
結
果
、

当
該
修
正
案
を
評
議
員
会
の
意
見
と
し
て

理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
理
事
会
で
は
当
該
修
正
案
が
審

議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
三
分
の
二
以
上

の
賛
成
で
可
決
さ
れ
、
高
知
県
知
事
の
認

可
を
得
る
べ
く
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
欠
席
理
事
の
真
意
は
、
修
正

案
に
も
反
対
で
あ
る
こ
と
が
後
日
判
明
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
学
校
は
寄
附
行
為
の

申
請
を
取
り
下
げ
、
再
度
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

２
　
平
成
十
七
年
七
月
二
十
二
日
検
討

委
員
会
の
開
催

検
討
委
員
会
で
は
、
前
記
事
態
を
受
け
、

緊
急
に
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。
現
行
の

理
事
定
数
「
６
名
以
上
８
名
以
内
」
の
規

定
及
び
現
行
の
理
事
選
任
規
定
の
第
五
条

二
項
三
号
、
四
号
、
す
な
わ
ち
相
続
人
理

事
が
他
の
理
事
を
選
任
す
る
規
定
を
再
度

検
討
し
ま
し
た
。

検
討
委
員
会
の
一
致
し
た
意
見
は
、

「
理
事
定
数
を
現
行
の
ま
ま
に
す
る
こ
と

は
認
め
ら
れ
て
も
、
相
続
人
理
事
が
他
の

理
事
を
選
任
す
る
規
定
は
改
正
す
る
べ

き
」
で
し
た
。
そ
の
後
、
検
討
委
員
会
の

（10）



意
見
を
理
解
し
て
も
ら
う
べ
く
働
き
か
け

る
過
程
に
お
い
て
、
更
な
る
妥
協
案
を
模

索
し
、
第
四
号
理
事
に
つ
い
て
理
事
会
で

選
任
す
る
が
、
そ
の
場
合
に
相
続
人
理
事

の
意
向
を
尊
重
す
る
と
の
規
定
を
入
れ
る

こ
と
で
理
解
が
得
ら
れ
な
い
か
を
試
み
ま

し
た
。

３
　
平
成
十
七
年
八
月
八
日
評
議
員
会
・

理
事
会

評
議
員
会
に
お
い
て
今
日
ま
で
の
経
緯

及
び
理
事
会
で
理
事
を
選
任
す
る
場
合
相

続
人
理
事
の
意
見
を
尊
重
す
る
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
理
事
会
に
お
い
て
修
正

案
は
可
決
さ
れ
ず
、
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。
加
え
て
、
八
月
十
日
任
期
が
切
れ
る

理
事
の
後
任
理
事
に
つ
い
て
、
寄
附
行
為

の
改
正
に
賛
成
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
宮

地
理
事
お
よ
び
岡
村
理
事
を
再
任
し
な
い

文
書
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、
理
事
会
の
結
果
お
よ
び

後
任
理
事
の
選
任
状
況
を
踏
ま
え
、
池
上

校
長
は
退
任
の
意
向
を
理
事
長
に
伝
え
ま

し
た
が
、
理
事
長
は
、
池
上
校
長
に
対
し

慰
留
を
行
い
、
平
成
十
七
年
七
月
七
日
の

理
事
会
に
提
出
さ
れ
た
修
正
案
に
改
正
を

行
な
う
こ
と
、
及
び
宮
地
・
岡
村
両
氏
に

対
し
て
理
事
へ
の
就
任
を
要
請
す
る
こ
と

（
理
事
長
は
も
と
か
ら
宮
地
氏
と
岡
村
氏

の
再
任
を
指
示
し
て
い
た
こ
と
も
判
り
ま

し
た
）
を
説
明
さ
れ
、
池
上
校
長
は
辞
意

を
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
長
の
こ
の
意
向
は
、
平
成
十
七
年

八
月
十
三
日
開
催
の
同
窓
会
総
会
に
お
い

て
、
安
岡
幹
事
長
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読

む
形
で
同
窓
生
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

川

幾
三
郎
理
事
長
の
見
識
の
深
さ
に

は
、
紙
面
の
関
係
も
あ
り
十
分
に
言
及
で

き
ま
せ
ん
が
、
ご
家
族
含
め
人
格
者
で
あ

り
、
私
利
に
こ
だ
わ
ら
ず
高
い
視
点
で
の

迅
速
な
英
断
は
土
佐
校
の
歴
史
に
尊
敬
と

報
恩
感
謝
の
対
象
と
し
て
刻
ま
れ
た
と
思

い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
七
月
七
日
の
修
正
案
が
、

平
成
十
七
年
八
月
二
十
五
日
開
催
の
理
事

会
で
承
認
さ
れ
、
九
月
六
日
高
知
県
知
事

の
認
可
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
九
月

八
日
開
催
の
理
事
会
で
新
寄
附
行
為
に
基

づ
き
宮
地
貫
一
氏
及
び
岡
村
甫
氏
が
理
事

に
追
加
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

六
　
最
後
に

検
討
委
員
会
は
、
川

・
宇
田
両
家
に

敬
意
を
払
う
と
と
も
に
、
現
代
社
会
に
お

け
る
公
的
な
教
育
機
関
の
経
営
を
委
ね
る

理
事
の
選
任
方
法
と
し
て
標
準
的
で
か
つ

民
主
的
な
方
法
を
検
討
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
川

幾
三
郎
理
事
長
や
池
上
校
長
先

生
の
理
解
を
得
ら
れ
、
ま
た
多
く
の
同
窓

生
、
振
興
会
の
役
員
の
方
、
更
に
は
学
校

教
職
員
の
方
の
支
援
を
得
て
改
正
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他
方
、
こ
の

改
革
を
推
進
す
る
関
係
者
に
対
し
て
、
心

無
い
者
か
ら
不
謹
慎
な
誹
謗
中
傷
や
脅
し

め
い
た
行
為
も
あ
り
ま
す
が
、
公
的
な
教

育
機
関
で
あ
る
学
校
を
私
物
の
よ
う
に
理

解
す
る
考
え
及
び
利
害
関
係
者
の
み
が
学

校
経
営
を
行
な
う
考
え
は
間
違
っ
て
お
り

ま
す
。

二
十
一
世
紀
に
お
い
て
、
厳
し
い
教
育

環
境
の
下
、
土
佐
校
生
が
世
界
に
大
き
く

羽
ば
た
け
る
よ
う
、
学
校
当
局
と
振
興
会

と
同
窓
会
が
協
力
一
致
し
て
経
営
し
て
い

く
こ
と
の
で
き
る
規
定
及
び
体
制
に
前
進

し
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
借
り
て

ご
支
援
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
様
に
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

改
正
さ
れ
た
項
目
抜
粋

第
五
条
　
こ
の
法
人
に
、
次
の
定
数
の
役

員
を
置
く
。

一
　
理
事
　
８
名
以
上
10
名
以
内

（
中
略
）

第
六
条
　
理
事
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

も
の
と
す
る
。

一
　
設
立
者.

・
宇
田
両
家
の
相
続
人

１
名
は
身
分
上
法
的
支
障
の
な
い

限
り
歴
代
相
承
け
て
理
事
（
各
家

の
相
続
人
２
名
以
上
の
場
合
は
、

そ
の
相
続
人
に
於
て
定
め
た
者
）

と
な
る
。
ま
た
、
本
号
の
理
事
は
、

推
定
相
続
人
の
中
か
ら
指
名
し
た

者
に
対
し
、
本
号
の
理
事
職
を
譲

る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
こ
の
法
人
の
設
立
す
る
学
校
の
校

長

三
　
評
議
員
の
う
ち
か
ら
評
議
員
会
に

お
い
て
選
任
し
た
者
２
名
以
上
３

名
以
内

四
　
学
識
経
験
者
の
う
ち
か
ら
理
事
会

に
お
い
て
選
任
し
た
者
２
名
以
上

４
名
以
内

第
二
一
条
（
評
議
員
会
）

二
　
評
議
員
会
は
、
17
名
以
上
21
名
以

内
の
評
議
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

第
二
五
条
（
評
議
員
の
選
任
）

一
　
こ
の
法
人
の
職
員
の
う
ち
か
ら
、

理
事
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
る
者

３
名

二
　
こ
の
法
人
の
設
置
す
る
学
校
を
卒

業
し
た
も
の
で
年
齢
二
十
五
年
以

上
の
者
の
う
ち
か
ら
、
理
事
会
に

お
い
て
選
任
さ
れ
る
者
３
名
以
上

４
名
以
内

三
　
理
事
の
う
ち
か
ら
、
理
事
会
に
お

い
て
選
任
さ
れ
る
者
３
名
以
上
４

名
以
内

四
　
こ
の
法
人
の
設
置
す
る
学
校
に
在

籍
す
る
生
徒
の
保
護
者
の
う
ち
か

ら
、
理
事
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ

る
者
３
名
以
上
４
名
以
内

五
　
学
識
経
験
者
の
う
ち
か
ら
、
理
事

会
に
お
い
て
選
出
さ
れ
る
者
５
名

以
上
６
名
以
内

（11）



道
武が

ん

ば
る クラ

ブ
！

が
ん

ば
る クラ

ブ
！

クラ

ブ
！

（12）

☆四国大会優勝！！ 陸　上　男子団体　1600mリレー

☆全国大会出場も

高校
棋道部　男子　中尾鷹詔、松本拓也、田植壮

女子　田村史翔
文芸部　大久保早織、岩田智美
放送部　石川由季

中学
弓道部　男子団体
空手部　女子個人組手　佐々木里紗
棋道部　男子　一圓健太、橋本和侑、竹内千翔、中谷覚

女子　前川花野

☆他にも

ボーリング　矢野一輝　国体予選１位
武術太極拳　山崎理圭　

ジュニアオリンピック全国５位



（13）

両
文が

ん

ば
る クラ

ブ
！

が
ん

ば
る クラ

ブ
！

が
ん

ば
る

☆県体でも大活躍

高校　
陸　上　男子団体　1600mリレー　　　　　 優勝

男子個人　400mリレー（鳥海祥郎） 優勝　
剣　道　男子団体　　　　　　　　　　　　　　優勝

男子個人（中澤公一朗） 準優勝
登　山　男子団体　　　　　　　　　　　　　　優勝　　
自転車　男子　チームスプリント　　　　　　　優勝

男子　チームパーシュート　　　　　　優勝
個人　４km速度競争（川島啓道） 準優勝

弓　道　男子個人（松崎大征） 優勝
男子団体　　　　　　　　　　　　　　準優勝

ソフトボール　男子団体　　　　　　　　　　　準優勝
バドミントン　男子団体　　　　　　　　　　　準優勝

男子複（森田能史、上田大誠） 準優勝
硬式テニス　女子個人単（西クルミ） 準優勝

中学
ハンドボール　男子　優勝（18年ぶり）
バレーボール　男子　優勝（初）
バドミントン　男子　準優勝
水　泳　男子100�バタフライ（池上敦司） 優勝

200�　　〃　　（池上敦司） 優勝
女子100�　　〃　　（森下智恵） 優勝

200�　　〃　　（森下智恵） 優勝

☆インターハイ ５位入賞！！ 登山男子団体

喜びに湧く　杉本・池沢・入交・岸野チーム
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二
〇
〇
五
年
度
は
現
行
課
程
の
最
後

の
年
に
な
り
ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
リ

ス
ニ
ン
グ
を
含
め
て
入
試
課
目
、
内
容

が
変
わ
り
ま
す
か
ら
全
国
的
に
は
手
堅

い
受
験
方
法
を
と
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま

し
た
。
本
校
に
お
い
て
は
国
公
立
大
学

に
関
し
て
、
現
役
の
合
格
者
が
一
一
五

名
と
、
本
校
の
目
標
と
し
て
い
る
一
〇

〇
名
の
ラ
イ
ン
を
大
き
く
超
え
る
成
果

を
あ
げ
ま
し
た
。
特
に
横
浜
国
立
大
、

岡
山
大
、
高
知
大
で
多
数
の
現
役
生
が

合
格
し
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都
大
九
名

中
七
名
、
東
京
大
二
名
中
二
名
を
は
じ

め
、
い
わ
ゆ
る
難
関
一
〇
大
学
（
旧
帝

大
七
校
・
東
工
・
一
橋
・
神
戸
）
の
合

格
者
は
三
六
名
中
二
二
名
が
現
役
生
で

あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
も
現
役
主
導
の

合
格
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
ま
た
全
国
一
の
難
関
、
東
京
大
学

理
科
Ⅲ
類
に
二
年
ぶ
り
に
現
役
合
格
者

が
出
た
の
も
う
れ
し
い
話
題
で
し
た
。

こ
の
結
果
の
原
因
と
し
て
、
高
三
生

諸
君
の
セ
ン
タ
ー
試
験
へ
向
け
た
集
中

し
た
頑
張
り
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の

学
年
は
三
年
に
な
っ
て
も
遅
刻
欠
席
が

例
年
に
比
べ
非
常
に
少
な
く
、
ま
た
夏

季
・
冬
季
補
習
へ
の
出
席
も
良
好
で
し

二
〇
〇
五
年
大
学
入
試
を
振
り
返
っ
て

合
格
の
状
況

進
路
部
長
　
岡
松
　
宏
明
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た
。
最
後
ま
で
学
校
中
心
の
学
習
姿
勢

を
貫
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
が
良
い
結

果
を
も
た
ら
し
た
大
き
な
理
由
と
い
え

ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
月
・
土
の
放

課
後
を
利
用
し
た
学
年
団
の
先
生
を
中

心
と
し
た
補
習
、
十
一
月
か
ら
二
月
に

か
け
て
の
豊
富
な
模
試
練
習
な
ど
も
効

果
的
に
作
用
し
、
最
後
に
き
て
の
実
力

の
伸
び
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
国
公
立
を
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
ず
挑
戦
し
た
こ
と
が
、
後
期
合
格
者

三
五
名
と
い
う
立
派
な
結
果
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
私
立
大
学
に
目
を
移
す
と
、

総
数
は
過
年
度
生
の
合
格
数
は
五
〇
名

ほ
ど
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
現
役
生

は
早
慶
上
智
で
三
一
名（
昨
年
度
三
一
）

関
関
同
立
七
五
名
（
昨
年
度
七
九
名
）

と
健
闘
し
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
結
果
を

収
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
後
検
討
し
て
い
く
べ
き

点
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。
例
を
あ
げ

れ
ば
東
京
大
・
一
橋
・
東
京
工
業
大
の

首
都
難
関
大
に
今
年
は
十
分
な
結
果
を

出
せ
な
か
っ
た
点
、
医
学
部
医
学
科
の

合
格
者
が
昨
年
・
一
昨
年
に
比
べ
て
減

少
し
た
点
な
ど
で
す
。
こ
の
反
省
を
今

後
に
生
か
し
、
よ
り
一
層
の
成
果
を
収

め
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

関
東
支
部

西
岡
　
恒
憲
（
41
回
生
）

関
東
地
方
も
暑
さ
の
盛
り
は
過
ぎ
て
、
朝

夕
は
凌
ぎ
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
「
向
陽
」
が
出
る
の
は
よ
う
や
く
秋

も
深
ま
る
頃
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

高
知
在
住
の
同
窓
生
の
皆
様
も
お
元
気
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

関
東
支
部
の
今
年
の
活
動
を
概
括
い
た
し

ま
す
。

二
月
十
二
日
に
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市

ヶ
谷
に
お
き
ま
し
て
、
学
年
幹
事
会
が
開
催

さ
れ
、
去
年
の
活
動
報
告
・
今
年
の
活
動
予

定
な
ら
び
に
他
の
決
定
が
な
さ
れ
、
平
成
十

七
年
度
の
同
窓
会
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
八
日
に
同
じ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
お
い
て
、
三
百
人
を
越
す
同

窓
生
が
一
堂
に
会
し
て
、
平
成
十
七
年
度
関

東
支
部
総
会
・
懇
親
会
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
講
演
会
講
師
は
前
駐
ガ
ー

ナ
共
和
国
特
命
全
権
大
使
の
浅
井
和
子
さ
ん

（
35
回
生
）
で
、
ご
主
人
（
30
回
生
）
と
婦

唱
夫
随
の
二
人
三
脚
外
交
の
お
話
を
楽
し
く

拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
月
に
筆
山
38
号
を
発
行
し
ま
し
た
。
い

つ
も
な
が
ら
関
東
支
部
に
は
色
ん
な
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
り
、
掲
載
記
事
に
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。

全
部
掲
載
で
き
な
い
の
が
残
念
、
と
い
う
よ

う
な
状
況
で
す
。

今
年
も
非
公
式
な
懇
親
分
科
会
活
動
が

色
々
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
毎
月
第
一
木

曜
日
に
は
銀
座
「
土
佐
酒
蔵
」
で
土
佐
流
懇

親
会
「
一
木
会
」
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

七
月
十
六
日
・
十
七
日
に
は
老
若
混
淆
の

「
土
佐
ハ
イ
ク
の
会
」
が
会
津
磐
梯
山
に
登

っ
て
来
て
、
ク
マ
に
遭
遇
し
た
、
と
あ
と
で

騒
い
で
い
ま
し
た
。
十
月
に
は
久
し
振
り
の

「
は
ち
き
ん
会
」
が
女
性
同
窓
生
を
中
心
に

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
支
部
行
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
八
月
二
十
八
日
に
浅
井
前

大
使
肝
い
り
で
原
宿
の
「
ス
ー
パ
ー
よ
さ
こ

い
祭
」
に
、
来
日
中
の
ガ
ー
ナ
高
校
生
が

「
ガ
ー
ナ
で
よ
さ
こ
い
連
」
を
組
み
、
踊
り

ま
し
た
。
多
数
の
同
窓
生
が
、
踊
り
手
と
し

て
、
ま
た
裏
方
と
し
て
参
加
・
協
力
し
ま
し

た
。公

式
行
事
と
し
て
は
、
70
回
生
以
後
を
中

心
と
し
た

T
O
S
A
70's

P
arty

（
関
東
支

部
若
手
の
会
）
が
年
内
に
行
わ
れ
る
予
定
で

す
。関

東
支
部
の
ど
の
よ
う
な
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
で
も
、
同
窓
生
の
飛
び
入
り
は
大
歓
迎
で

す
。
関
東
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
他
の
情
報

で
行
事
予
告
を
知
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
、
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

支　部　だ　よ　り

支部だより
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関
西
支
部

永
野
　
元
玄
（
29
回
生
）

昭
和
28
年
硬
式
野
球
部
主
将
・
準
優
勝

昭
和
三
十
一
年
に
そ
の
第
一
回
大
会
を

開
催
し
た
「
全
国
高
等
学
校
軟
式
優
勝
野

球
大
会
」（
現
在
は
「
全
国
高
等
学
校
軟

式
野
球
選
手
権
大
会
」）
が
今
年
第
五
〇

回
目
の
大
き
な
節
目
の
大
会
を
迎
え
た
。

そ
の
記
念
す
べ
き
「
第
一
回
大
会
」
を
見

事
に
制
覇
し
た
の
が
母
校
チ
ー
ム
（
32
・

33
・
34
回
生
）
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
、
各
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い

て
参
加
し
た
全
国
一
五
校
に
よ
り
熱
闘
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
母
校
は
初
戦
高
崎
商
高

に
１
対
０
、
準
々
決
勝
戦
で
福
島
商
高
に

３
対
０
、
準
決
勝
戦
で
は
北
海
高
校
を
２

対
１
と
逆
転
し
、
決
勝
戦
で
は
中
京
商
高

と
の
熱
戦
を
１
対
０
で
下
し
て
見
事
に
大

会
最
初
の
覇
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
大

阪
・
藤
井
寺
球
場
で
の
快
挙
で
あ
っ
た
。

こ
の
大
会
は
第
二
五
回
ま
で
を
藤
井
寺
球

場
、
第
二
六
回
以
降
は
明
石
公
園
野
球
場

と
高
砂
球
場
に
会
場
を
移
し
て
、
丁
度
二

分
し
た
形
で
歴
史
を
刻
ん
で
来
た
が
、
今

年
半
世
紀
を
迎
え
た
こ
と
に
な
る
。

八
月
二
十
五
日
、
明
石
公
園
野
球
場
で

開
幕
し
た
「
第
五
〇
回
大
会
」
開
会
式
あ

と
の
第
一
試
合
で
、
見
事
に
始
球
式
の
大

役
を
果
た
し
た
。
池
上
校
長
特
注
な
る
母

校
、
純
白
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
身
を
包
ん

だ
市
原
投
手
は
前
夜
か
ら
、
ゲ
ー
ト
に
入

っ
た
競
馬
馬
！
の
如
く
に
張
り
切
っ
て
？

い
て
、
本
番
前
の
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
入
念
に
し
た
い
の

で
小
生
に
相
手
を
し
て
貰
い
た
い
と
申
し

込
ま
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
は
日
本
高

野
連
・
脇
村
会
長
（
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が

大
好
き
？
人
間
）
に
相
方
を
し
て
貰
っ
た

ら
理
想
的
と
考
え
、
お
願
い
し
た
ら
一
も

二
も
な
く
「
喜
ん
で
…
」
と
い
う
こ
と
で

臨
時
バ
ッ
テ
リ
ー
が
実
現
し
た
。
そ
れ
が

入
念
も
入
念
、
そ
れ
こ
そ
五
〇
球
以
上
に

及
ん
だ
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の

場
面
、
暴
投
に
よ
り
七
〇
歳
台
の
脇
村
さ

ん
が
ボ
ー
ル
を
拾
い
に
行
く
こ
と
数
度
、

「
オ
ー
イ
市
原
君
、
自
分
で
拾
い
に
行
か

ん
か
ー
！
」
と
同
窓
の
後
輩
に
怒
鳴
る
な

ど
の
微
笑
ま
し
い
光
景
に
な
っ
て
し
ま
う

始
末
で
も
あ
っ
た
。

今
回
の
開
会
式
で
は
第
五
〇
回
を
記
念

し
て
歴
代
優
勝
校
の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
入
場

行
進
し
た
が
、
過
去
四
九
回
の
二
八
校
の

先
頭
を
切
っ
て
母
校
の
そ
れ
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
一
周
し
た
。
感
動
の
場
面
で
あ
っ
た
。

優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
チ
ー
ム
は
急
造
で

も
あ
り
、
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
の

勝
利
で
あ
っ
た
。

東
海
支
部

神
宮
　
美
恵
子
（
44
回
生
）

同
窓
会
本
部
の
皆
様
、
今
年
も

「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
」
の
開

催
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

引
き
続
い
て
同
窓
会
名
簿
の
発
行

を
控
え
て
、
皆
様
の
ご
苦
労
が
し

の
ば
れ
ま
す
。

東
海
地
方
で
は
三
月
に
開
催
さ

れ
た
愛
・
地
球
博
も
終
盤
に
入
り
、

閉
幕
を
前
に
休
日
な
ど
は
歩
く
の

も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
目
標
の
入
場
者
、
一

五
〇
〇
万
人
は
す
で
に
達
成
し
二

〇
〇
〇
万
人
に
迫
る
勢
い
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
パ
ス
ポ
ー
ト
券
で

一
〇
〇
回
以
上
も
訪
れ
た
と
い
う

猛
者
も
い
る
そ
う
で
す
。
今
年
は
、

セ
ン
ト
レ
ア
開
港
か
ら
始
ま
っ
て
、

万
博
、
ト
ヨ
タ
の
好
況
、「
名
古

屋
め
し
」
の
ブ
ー
ム
な
ど
「
元
気

な
名
古
屋
」
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

た
だ
万
博
後
は
跡
地
利
用
も
含
め

て
、
万
博
テ
ー
マ
の
「
自
然
の
叡

智
」
の
真
価
が
問
わ
れ
る
こ
と
に

な
る
で
し
ょ
う
。
た
だ
の
「
祭
り

の
あ
と
」
に
は
し
て
欲
し
く
な
い

と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
東
海
支
部
で
は
例
年
通

り
五
月
に
支
部
総
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
恒
例
の
高
知
商
業
同

窓
会
と
の
同
日
、
同
所
開
催
で
し

た
。
母
校
か
ら
池
上
校
長
先
生
、

本
部
か
ら
は
安
岡
幹
事
長
に
も
ご

出
席
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
東
海
支

部
の
二
大
行
事
の
一
つ
で
あ
る
年

末
の
懇
親
会
に
向
け
て
の
準
備
が

始
ま
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
東
海

支
部
の
副
幹
事
長
で
、
中
部
高
知

県
人
会
の
名
物
幹
事
で
も
あ
る
天

造
豊
彦
さ
ん
（
52
回
）
の
山
形
転

勤
が
決
ま
り
、
一
同
大
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

彼
の
「
フ
レ
ー
フ
レ
ー
土
佐
高
」

の
美
声
が
聞
か
れ
な
い
の
か
と
思

う
と
残
念
至
極
で
す
。
し
か
し
ご

栄
転
と
の
こ
と
、
新
し
い
土
地
で

の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
後
に
本
部
の
皆
様
の
ご
健
勝

と
益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て
支

部
だ
よ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

支部だより
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香
川
支
部

土
田
　
哲
也
（
32
回
生
）

香
川
県
は
、
昨
年
の
水
害
の

地
か
ら
一
転
し
て
渇
水
の
地
と

な
り
ま
し
た
。
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ

ー
ス
で
毎
日
早
明
浦
ダ
ム
の
風

景
と
少
な
く
な
る
一
方
の
貯
水

率（
す
で
に
二
度
〇
％
を
記
録
）

を
報
道
し
て
い
ま
す
。
十
一
年

前
も
深
刻
で
し
た
が
、
今
年
は

そ
れ
を
し
の
ぐ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。今

年
の
支
部
総
会
は
、
七
月

二
日
に
サ
ン
ポ
ー
ト
で
開
催
し
、

来
賓
六
人
（
中
に
は
大
幅
な
列

車
遅
延
で
長
い
時
間
を
要
し
て

到
着
さ
れ
た
方
が
い
ま
し
た
）

と
四
三
人
の
会
員
が
出
席
し
て

賑
や
か
に
進
行
し
ま
し
た
。
た

だ
天
気
が
悪
く
て
日
没
が
見
え

ず
残
念
で
し
た
。
総
会
と
い
う

形
式
を
最
低
限
維
持
し
ま
す
が
、

高
知
流
で
す
ぐ
宴
会
と
な
り
ま

す
。
話
が
は
ず
み
、
酒
も
す
す

み
ま
し
た
が
、
校
歌
斉
唱
は
き

ち
ん
と
で
き
ま
し
た
。
夜
景
が

映
え
る
こ
ろ
来
年
の
再
会
を
誓

っ
て
お
開
き
に
な
り
ま
し
た
。

支
部
の
活
動
は
、
支
部
総
会

と
本
部
・
他
支
部
と
の
交
流

（
一
人
出
席
が
原
則
で
す
が
）

で
す
。
今
年
も
本
部
総
会
は
、

母
校
で
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
行
事
の
一
環
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
総
会
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
の
演
奏
、
か
つ
て
の
恩
師

の
特
別
授
業
、
参
加
者
の
懇
談

会
な
ど
、
昨
年
同
様
の
盛
り
だ

く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。
こ
れ

に
出
席
さ
せ
て
も
ら
っ
て
堪
能

し
ま
し
た
。
こ
の
ス
タ
イ
ル
が

定
着
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
交

代
し
あ
っ
て
支
部
か
ら
の
参
加

者
を
増
や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
北
海
道
支
部
も
立
ち
上

が
っ
た
そ
う
で
、
同
窓
会
が
元

気
に
成
長
し
て
い
る
こ
と
は
何

よ
り
で
す
。

残
暑
が
続
く
折
か
ら
皆
様
の

御
健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

広
島
支
部

川
崎
　
一
仁
（
50
回
生
）

今
年
終
戦
六
〇
年
で
す
が
、
先
日
、
テ
レ

ビ
で
松
た
か
子
主
演
の
広
島
へ
の
原
爆
投
下

を
題
材
に
し
た
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
て
の
ド
ラ
マ
は
重
い
か
な
と
い
う
先
入
観

が
あ
っ
て
、
高
知
に
い
る
頃
（
土
佐
中
高
時

代
で
す
が
）
は
見
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
広

島
に
い
る
た
め
も
あ
っ
て
原
爆
投
下
の
詳
細

に
詳
し
く
な
る
と
、
見
て
み
よ
う
か
な
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
当
時
の
広
島
産
業
奨
励
館

（
今
の
原
爆
ド
ー
ム
）
が
、
実
際
に
何
億
円

か
か
け
て
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
に
実
物
大
で
復

元
さ
れ
た
と
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
見
て
み
ま

し
た
。
そ
の
建
物
も
な
か
な
か
よ
く
で
き
て

お
り
、
町
並
み
の
雰
囲
気
、
松
た
か
子
の
広

島
弁
も
そ
れ
ら
し
く
出
来
て
お
り
ま
し
た
。

義
理
の
母
が
、
ま
さ
に
松
た
か
子
の
妹
役

（
三
女
）
く
ら
い
の
年
で
、
実
際
に
建
物
疎

開
な
ど
に
動
員
さ
れ
て
そ
の
朝
集
合
し
て
い

る
と
き
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
と
の
こ
と
で

す
。
た
ま
た
ま
集
合
場
所
が
爆
心
か
ら
離
れ

て
い
た
た
め
助
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。
こ

の
ド
ラ
マ
は
実
際
の
状
況
を
よ
く
ふ
ま
え
て

作
ら
れ
て
お
り
、
ド
ラ
マ
と
し
て
も
ま
ず
ま

ず
よ
く
出
来
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

広
島
に
は
原
爆
ド
ー
ム
と
は
別
に
、
江
田

島
に
は
元
海
軍
の
兵
学
校
、
呉
に
は
大
和
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
（
大
和
の
縮
小
艦
が
実
際
に
作

ら
れ
て
お
り
ま
す
）
が
あ
り
、
観
光
地
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
戦
争
を
美
化
す
る
の
で

は
な
く
、
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
か
を
知
る
こ

と
が
大
切
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

私
は
広
島
支
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
担
当

も
や
っ
て
お
り
ま
す
が
（
や
っ
た
こ
と
の
な

い
者
が
初
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
い
う
も
の

を
作
り
ま
し
て
、
慣
れ
な
い
の
で
多
々
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
い
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
）、
毎
年
支
部
総
会
の
翌
日
、
講
師
の
方

を
囲
み
観
光
ツ
ア
ー
を
催
し
ま
し
て
、
昨
年

は
江
田
島
ツ
ア
ー
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ
を

「
江
田
島
訪
問
便
り
」
と
し
て
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
小
島
康
さ

ん
（
37
回
）
の
文
章
に
は
胸
が
打
た
れ
ま
す
。

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
尾
道
に
は
映
画
の
セ

ッ
ト
に
使
わ
れ
た
実
物
大
の
大
和
の
甲
板
と

砲
台
が
あ
り
、
こ
こ
も
観
光
地
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

高
知
も
空
襲
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
大

和
に
限
ら
ず
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
た
め
に
、

そ
の
よ
う
な
ゆ
か
り
の
あ
る
と
こ
ろ
ツ
ア
ー

も
た
ま
に
は
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
近
々
、
高
知
の
父
と
一
緒
に
尾
道
と
呉

に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
そ
の
と
き
に
は
広
島
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
よ
け
れ
ば
ご
覧
に
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

支部だより
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会
員

平
16
・
８
・
22

17
・
２
・
22

17
・
６
・
８

17
・
７
・
30

17
・
６
・
11

17
・
２
・
14

17
・
５
・
17

17
・
６
・
７

17
・
３
・
30

17
・
５
・
５

植
田
　
豊
年

野
村
　
彰

井
上
　
敬
一

竹
林（
東
條
）美
代

中
嶋
　
康
博

高
橋
　
一
正

伊
藤
　
篤

池
田
　
豊
彦

岸
上
　
晴
志

上
田
　
幸
雄

（
18
）

（
30
Ｈ
）

（
38
Ｓ
）

（
30
Ｓ
）

（
30
Ｈ
）

（
29
Ｋ
）

（
29
Ｈ
）

（
16
）

（
43
Ｓ
）

（
15
）

会
員17

・
２
・
17

17
・
３
・
16

1717
・
７

17
・
３
・
３

旧
職
員

17
・
６
・
25

16
・
８
・
21

17
・
１
・
19

小
松
　
成
一
郎

由
井
　
益
雄

藤
井
　
誠

賀
部
　
克
己

西
本
　
忠
治

小
松
　
博
行

西
森
　
茂
夫

武
樋
　
速
雄

（
21
）

（
16
）

（
54
Ｋ
）

（
47
Ｔ
）

（
24
）

（
13
）

（
32
Ｓ
）

二
〇
〇
四
年
度
　
物
故
者
名
簿
（
二
〇
〇
五
年
八
月
一
日
現
在
）

北
海
道
支
部田

原
　
哲
士
（
37
回
生
）

同
窓
の
皆
様
に
は
、
北
海
道
支
部
よ
り

初
め
て
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ア

カ
シ
ア
が
咲
き
誇
り
、「
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
祭
り
」
最
中
の
六
月
十
一
日
に
、
土

佐
中
・
高
等
学
校
同
窓
会
第
六
番
目
の
支

部
と
し
て
、
北
海
道
支
部
が
発
足
致
し
ま

し
た
。

設
立
総
会
に
は
、
母
校
よ
り
池
上
武
雄

校
長
先
生
、
森
本
前
教
頭
先
生
、
小
村
先

生
、
事
務
局
の
千
頭
さ
ん
、
同
窓
会
本
部

の
安
岡
範
悦
幹
事
長
、
関
東
支
部
泉
谷
良

彦
支
部
長
、
二
宮
副
幹
事
長
、
金
澤
事
務

局
長
、
東
海
支
部
よ
り
村
山
文
世
幹
事
長
、

香
川
支
部
か
ら
安
岡
弘
道
幹
事
の
ご
出
席

を
賜
り
、
ご
祝
辞
、
ご
挨
拶
を
頂
き
ま
し

た
。設

立
記
念
講
演
は
、
前
ガ
ー
ナ
大
使
の

浅
井
和
子
さ
ん
（
35
回
生
）
よ
り
、「
ガ

ー
ナ
と
私
・
よ
さ
こ
い
ア
フ
リ
カ
初
上

陸
」
の
タ
イ
ト
ル
で
、
興
味
深
い
体
験
談

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
主
人

の
伴
泰
さ
ん
（
30
回
生
）
と
制
作
さ
れ
た

ガ
ー
ナ
の
パ
ネ
ル
展
も
、
楽
し
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
総
会
後
の
懇
親
会
で
は

学
校
、
支
部
、
友
人
、
地
域
か
ら
世
界
を

め
ぐ
る
話
題
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

北
海
道
支
部
は
、
新
参
弱
小
で
、
会
員

は
五
〇
余
名
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

志
は
大
き
く
、
意
気
高
く
支
部
活
動
を
展

開
し
て
ゆ
き
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
高
知
県
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
北
海
道
事
務
所
長
の
川
竹
大
輔
さ
ん

（
63
回
生
）
に
支
部
事
務
局
長
を
お
引
受

け
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

�
第
一
期
の
役
員

支
部
長
　
田
原
哲
士
（
37
回
生
）

幹
事
長
　
窪
田
秀
忠
（
38
回
生
）

副
幹
事
長
　
島
村
昭
範
（
49
回
生
）

広
報
・
幹
事
　
先
川
信
一
郎
（
45
回
生
）

広
　
報
　
有
岡
佐
和
（
78
回
生
）

幹
　
事
　
山
岡
敏
一
（
25
回
生
）

〃
　
　
弘
光
　
喬
（
31
回
生
）

〃
　
　
武
田
　
光
（
38
回
生
）

〃
　
　
服
部
　
弘
（
49
回
生
）

〃
　
　
石
川
多
香
（
68
回
生
）

事
務
局

〒
〇
六
〇
‐
〇
〇
〇
一

札
幌
市
中
央
区
北
一
条
西
２
丁
目

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
５
Ｆ

電
　
話（
〇
一
一
）二
五
一
‐
八
八
三
四

Ｆ
Ａ
Ｘ（
〇
一
一
）二
二
一
‐
一
六
六
〇

土佐中・高等学校同窓会ホームページ 
http://www.tosaobog.com

●同窓会情報 

●住所変更 
　・お問合せ 

●支部情報 

関東支部・東海支部 
・関西支部のＨＰも 
　　　　　見てネ！ 
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爽
や
か
な
青
空
の
下
、
赤
と
ん
ぼ
の
秋

を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
土
佐
中
・
高
等
学

校
同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
益
々
ご

清
栄
の
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
先
日
八
月
十
三
日
同
窓
会
総
会
で
あ
る
、

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
二
回
目
の
開
催
の

成
功
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

も
う
皆
様
御
承
知
の
こ
と
で
し
ょ
う
が
、

総
会
に
先
立
ち
、
八
月
八
日
の
土
佐
校
臨

時
理
事
会
に
お
い
て
、
土
佐
校
理
事
会
は

崩
壊
し
、
我
々
が
敬
愛
し
、
信
頼
す
る
、

池
上
校
長
先
生
が
辞
意
を
表
明
さ
れ
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
直
後
に
行
わ
れ

る
同
窓
会
総
会
は
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
と

危
惧
し
ま
し
た
が
、
お
お
む
ね
正
し
く
記

載
さ
れ
た
高
知
新
聞
の
記
事
が
八
月
十
二

日
、
十
三
日
、
十
四
日
、
二
十
六
日
と
連

日
報
道
さ
れ
、
理
事
長
で
あ
る
川
闢
幾
三

郎
さ
ん
は
じ
め
川
闢
家
の
皆
様
の
卓
越
し

た
見
識
に
よ
り
事
態
が
収
束
さ
れ
た
事
に

安
堵
す
る
と
共
に
、
土
佐
校
の
名
誉
、
誇

り
を
取
り
戻
せ
た
事
に
感
謝
致
し
ま
し
た
。

同
窓
生
に
と
っ
て
学
校
と
は
そ
の
時
代

時
代
に
、
試
験
や
、
運
動
会
な
ど
の
学
校

行
事
の
中
で
、
あ
る
い
は
友
人
や
先
生
方

と
の
関
わ
り
の
中
で
、
ど
の
よ
う
な
体
験

を
な
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
記
憶
に
留
め
た

か
に
よ
っ
て
学
校
へ
の
思
い
は
異
な
る
事

で
し
ょ
う
。
当
然
青
春
の
ひ
と
時
で
す
の

で
失
敗
も
多
々
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
私
事

で
す
が
、
長
女
が
平
成
五
年
に
土
佐
中
に

入
学
し
て
以
来
、
四
番
目
の
三
女
が
現
在

高
三
生
で
す
の
で
、
子
供
の
在
学
十
三
年

も
の
間
、
保
護
者
と
し
て
土
佐
を
見
つ
め

て
参
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
六
年
在
学
し

ま
し
た
が
、
次
女
な
ど
は
早
や
子
供
は
土

佐
に
絶
対
入
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。
如

何
な
る
学
校
生
活
を
送
っ
た
に
せ
よ
、
土

佐
校
で
の
在
学
を
良
い
記
憶
に
持
ち
、
誇

り
と
し
て
く
れ
て
い
る
事
は
、
親
と
し
て

同
窓
生
と
し
て
何
よ
り
も
嬉
し
い
事
で
す
。

私
は
、
来
年
春
に
子
供
が
卒
業
す
る
と
共

に
振
興
会
会
長
も
引
退
い
た
し
ま
す
が
、

今
後
は
同
窓
生
と
し
て
子
供
た
ち
と
一
緒

に
ず
っ
と
土
佐
校
を
見
つ
め
て
い
こ
う
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

我
々
振
興
会
は
こ
れ
か
ら
も
益
々
の
土

佐
校
の
繁
栄
を
願
い
、
皆
様
方
が
土
佐
の

同
窓
生
で
あ
る
と
の
誇
り
を
保
て
る
学
校

を
維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
精
一
杯
活

動
い
た
し
ま
す
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
も

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
振
興
会
活
動
に
ご
協

力
下
さ
い
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

振
興
会
役
員
名
簿

（
平
成
十
七
年
九
月
現
在
）

会
　
長
　
　
　
　
国
見
　
直
樹

副
会
長
（
広
報
）
徳
永
　
俊
一

副
会
長
（
総
務
）
北
村
恵
美
子

副
会
長
（
進
学
）
田
中
佳
代
子

監
　
事
　
　
　
　
山
本
　
志
雄

監
　
事
　
　
　
　
久
松
　
朋
水

理
　
事
　
　
　
　
島
内
　
祥
宏

理
　
事
　
　
　
　
筒
井
　
善
樹

理
　
事
　
　
　
　
上
岡
ま
ゆ
み

理
　
事
　
　
　
　
西
村
希
多
子

顧
　
問
　
　
　
　
杉
本
　
雄
一

顧
　
問
　
　
　
　
毛
山
　
　
章

顧
　
問
　
　
　
　
西
山
　
彰
一

顧
　
問
　
　
　
　
中
澤
　
陽
一

顧
　
問
　
　
　
　
竹
村
　
晴
光

顧
　
問
　
　
　
　
南
　
　
範
子
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振
興
会
活
動
報
告

会
長
　
国
見
　
直
樹

編
集
後
記

こ
の
夏
は
学
校
で
北
村
副
会
長
の
車

を
見
る
た
び
に
、「
今
日
は
何
の
会
や
っ

た
か
ね
ぇ
？
」。
な
に
し
ろ
今
年
は
『
ホ

ー
ム
・
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
』
に
加
え
、

『
会
員
名
簿
』
の
発
行
、『
向
陽
』
の
発

行
と
、
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
何
度
と

な
く
会
を
開
い
て
い
ま
し
た
。
夏
休
み

も
終
わ
り
に
近
づ
い
た
あ
る
日
の
午
後
、

北
村
副
会
長
の
車
が
玄
関
に
…
…
。

「
？
？
？
今
日
は
…
…
」。

「
と
こ
ろ
で
、『
向
陽
』
も
そ
ろ
そ
ろ

考
え
ん
と
い
か
ん
の
で
す
が
…
」
と
千

頭
さ
ん
。
そ
の
ま
ま
編
集
会
議
に
…
。

今
年
の
夏
の
話
題
は
、『
も
う
一
つ
の
甲

子
園
』
全
国
高
校
軟
式
野
球
大
会
の
始

球
式
に
第
１
回
大
会
優
勝
の
わ
が
土
佐

高
校
か
ら
市
原
さ
ん
が
参
加
し
た
こ
と

で
す
。
１
面
は
こ
れ
で
決
ま
り
、
あ
と

は
例
年
の
よ
う
に
…
。
話
は
と
ん
と
ん

拍
子
で
決
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
急
な

原
稿
依
頼
に
快
く
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た

同
窓
生
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
は
も
う
少
し
早
め
に

準
備
を
し
た
い
と
思
い
つ
つ
、
き
っ
と

ま
た
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
る
ん

だ
ろ
う
な
…
。（
岡
田
容
典
・
47
回
生
）

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb
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蜻2005年学校説明会ポスター
（広報部担当）

歴代運動会のパネルを作りました。
　学校に保管します。
　　　　　　貸し出しもOKです！



全国制覇から半世紀、軟式野球 

                              （２９回生）永野元玄  
  （昭和２８年硬式野球部主将・準優勝） 

 母校の野球チ－ムが全国大会で優勝していたことをご存知だろうか。４０回生前後の方

達は記憶におありと思うが、硬式大会で昭和２８年夏と昭和４１年春に決勝戦で敗れて頂

点をきわめることが出来なかった優勝を軟式大会では見事に達成していたことを。 
 昭和３１年にその第１回大会を開催した「全国高等学校軟式優勝野球大会」（現在は「全

国高等学校軟式野球選手権大会」）が今年第５０回目の大きな節目の大会を迎え、８月２５

日から開催された。その記念すべき「第１回大会」を見事に制覇したのが母校チ－ムであ

った。３２・３３・３４回生の精鋭達の快挙であった。 
 この大会、各地区大会を勝ち抜いて参加した全国１５校により熱闘が繰り広げられ、母

校は緒戦高崎商高に１対０、準々決勝戦で福島商高に３対０、準決勝戦では北海高校を２

対１と逆転し、決勝戦では中京商高との熱戦を１対０で下して見事に大会最初の覇者とな

ったのである。大阪・藤井寺球場での快挙であった。この大会は第２５回までを藤井寺球

場、第２６回以降は明石公園野球場と高砂球場に会場を移して丁度二分した形で歴史を刻

んで来たが、今年半世紀を迎えたことになる。 
 当時のメンバ－は以下に記すが、今回の第５０回記念大会行事の一つとして「第１回大

会優勝校の選手（当時）による“始球式”」をして欲しいとの要請が日本高等学校野球連盟

からあった。そして池上校長にその人選をお願いした結果、あの大会を一人で投げ抜いた、

当時１年生投手・市原隆氏（３４回生）に決まった。聞けば、市原氏は「先輩がおられる

ので是非先輩に…」と辞退したそうだが、最後は結局、学生監督を務めた正木淳司氏（３

２回生）からの「監督の命令じゃ、投げて来い！」で落着したそうである。 
 ８月２５日、明石公園野球場で開幕した「第５０回大会」開会式あとの第１試合で見事

に始球式の大役を果たした。池上校長特注になる母校、純白のユニフォ－ムに身を包んだ

市原投手は前夜から‘ゲ－トに入った競馬馬？！’の如くに張り切って？いて、本番前の

ウオ－ミングアップのキャッチボ－ルを入念にしたいので小生に相手をして貰いたいと申

し込まれたのであるが、ここは日本高野連・脇村会長（キャッチボ－ルが大好き？人間）

に相方をして貰ったら理想的と考え、お願いしたら一も二もなく「喜んで…」ということ

で臨時バッテリ－が実現した。それが入念も入念、それこそ５０球以上に及んだのではな

かったろうか。この場面、暴投により７０才台の脇村さんがボ－ルを拾いに行くこと数度、

「オ－イ市原君、自分で拾いに行かんか－！」と同窓の後輩に怒鳴るなどの微笑ましい光

景になってしまう始末でもあった。 
さて、始球式本番の一球入魂の投球はどんな具合であっただろうか？これはここでは秘す

ことにしたい。（結果にご興味のある方は然るべくご確認乞う） 
 ここで当時の優勝チ－ムメンバ－を記す。（敬称は略す）責任教師は竹村一水（故人）、



監督は富田俊夫先生（故人）だったが校務で出られず、硬式野球部同僚の正木淳司（３２

回生）が急遽かり出された。選手は谷中敬功（３２回生）・桑名堯（旧姓久竹・３４回生・

故人）・中屋英隆（３２回生）・上田宗一郎（３４回生）・明神聡（３４回生）・三宅ヨシマ

ル（３２回生・主将・故人）・熊野健彦（３３回生）・請川宏（３３回生）・金子肆（３３回

生・故人）・市原隆（３４回生）・浜田卓夫（現山岡・３４回生）・八井田元（３４回生）・

篠原舜治（３２回生・故人）の総勢１５名であった。第５０回大会を迎えて初回大会の重

みを持った快挙が既に鬼籍に入られた方々への追悼と朗報になってくれたことと思う。 
今回の始球式当日にはチ－ムメ－トの請川・上田・山岡・八井田４氏、それに応援団の宮

川洋治氏（３３回生）が遠路駆けつけてスタンドから熱い想いを馳せていたのが印象的で

あった。 
 今回の開会式では第５０回を記念して歴代優勝校のプラカ－ドが入場行進したが、過去

４９回の２８校の先頭を切って母校のそれがグラウンドを一周した。感動の場面であった。 
 優勝を勝ち取ったチ－ムは急造でもあり、数々の苦難を乗り越えての勝利であった。 
ここで「３０年史」に掲載された総評の一部を借用させて貰い、当時の模様を追憶しなが

ら快挙の再確認と始球式関連の報告に代えさせて貰う。 
先ず見出しは「優勝投手は１年生、急造チ－ムの土佐」。本文……「優勝した土佐に幸運だ

ったのは、決勝戦の予定された８月２８日が雨で中止になり、試合が１日延びたことだ。

２７日の準決勝戦の試合中、１年生投手の市原が急に熱を出した。ともかくこの試合は投

げ抜いたが、その夜になって熱は４０度近くまで上がった。翌朝には下がりかけたが、そ

れでも１日ゆっくり休めたのは、体力の回復に貴重だった。市原は準決勝戦までの３試合、

変則的な投球フォ－ムながらコントロ－ルが良く、シュ－ト、カ－ブ、ドロップを巧みに

織りまぜて、打たれた安打９本、１点しか与えていなかった。決勝でも中京商に二塁を踏

ませない好投で、チ－ムの軸であった。土佐に軟式部が誕生したのはこの年の６月である。

別項の「思い出」の中で、請川さんがくわしく書いておられるが、監督も予選中の富田俊

夫先生が校務で参加出来ないというので、硬式部員の３年生、正木淳司さんが代わってベ

ンチへ入るなど、すべてがにわか造りのチ－ムだった。それだけに優勝の喜びは大きい。

三宅主将は“初めての大会に優勝出来て胸がいっぱいです。やはり決勝の中京商戦が苦し

かったですが、準決勝で北海に逆転勝ちしてから、これなら優勝も、と自信をつけました”

と、決勝の後に話している。また、真新しい優勝旗とともに国鉄（現 JR）高知駅へ帰った

選手を出迎えた、高知県高野連会長で、土佐高校長の大嶋光次先生も手放しの喜びよう。“こ

の夏は、高知県勢が徳島県勢に甲子園出場を阻まれて、大変切ない思いをしたが、それを

いっぺんに晴らしてくれた。とにかく高校野球の全国大会で、優勝旗が高知県に来たのは

初めて。こんなうれしいことはない”と、話した」と総括されている。 
 ５０回を記念した行事の一つとして「５０年史」が編纂されるが、ここでも第１回優勝

校としてメンバ－の中から寄稿を要請されている。 
 ただ、いま軟式野球部は無い。                      以 上 




